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生後18か月までに確立する舌の微生物叢とその細菌構成に影響する因子 
 
生後すみやかに生じる口腔内細菌の定着は、口腔細菌叢の確立に重要な役割を果たすと考

えられている。 本研究では、18か月健診時に乳児216人から採取した舌スワブサンプルと、

4か月健診時に乳児とその母親から採取したサンプルを調べ、比較を行った。本研究は、舌

の細菌叢が生後4か月から18か月の間に早期発達を遂げ、成人の特徴を示す2つのタイ

プの細菌叢に収束し、S. salivarius または Neisseria 属が優勢であることを示した。

一方で乳児期に多く見られる細菌種が多く残存する乳児型細菌叢を示す18か月児もみ

られた。興味深いことに、これらの分岐は、卒乳の状態や、甘味飲料、スナック菓

子、果物の食事頻度、または養育者との食器の共有の有無によって強く左右されたこ

とから、この時期の食習慣や生活習慣が口腔細菌叢の確立に影響を及ぼす可能性が示

唆された。これらの知見は、口腔細菌に起因した疾患に対する新たな予防手法を確立

するへの礎となる可能性がある。 
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